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「電気通信事業分野における競争状況の評価２００９（案）」に関し、別紙のとおり

意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本意見書に関する連絡先 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

電話番号 : ・・・・・・・ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ : ・・・・・・・・・・・・ 



 

 

別紙 

 
 
 
 

「電気通信事業分野における競争状況の評価２００９（案）」に関して、意見提出の機会をいただき、厚く御礼申し上げます。 

つきましては、当社の意見を以下のとおり提出させていただきますので、お取り計らいの程宜しくお願い申し上げます。 

 

 

評価（案） 当 社 意 見 

Ｐ３７ 

Ⅱ 移動体通信領域 

４．競争状況の評価 

（３）市場支配力 

１）市場支配力の存在 

ＭＮＰ開始以降、契約数シェアは減少傾向にあり、2008年には 50％を割り込んで

おり、当社の市場支配力は確実に低下しつつあると考えております。また、ＭＶＮ

Ｏによる新規参入事業者の増加等により市場支配力の低下という傾向は顕著になっ

てきていると考えます。 

 公正競争を阻害する要因としては、むしろ非規制事業者の接続料高止まりによ

る格差などの方が大きいものと考えられ、これらに適切に対処することが求められ

ると考えます。具体的には、諸外国においては、全携帯電話事業者を SMP 指定とす

るなど非対称規制の枠組みは存せず、また、有限希少な電波を割り当てられている

ということを踏まえると、全携帯電話事業者を二種指定とすることが必要と考えま

す。 

 
 

以上 


